
⼤会のまとめ報告 
 
１ はじめに 
 今年の全国市⺠オンブズマン連絡会議の全国⼤会は、世界中を巻き込んだコロナ禍の影響を
受けて初のオンライン⼤会となりました。 
 コロナ禍は、世界中の⼈々のこれまでの社会⽣活のあり様を⼀変させました。市⺠オンブズ
マンがこれまで監視して来た⾃治体の運⽤はどうでしょうか。今回のメインテーマは「コロナ
で広報はどうなった？」と「コロナで議会はどうなった？」とし、アベノマスクの配布に絡ん
だ不透明な発注によって注⽬された随意契約の問題点を取り上げ「随意契約の闇」として報告
するなど、内容⾯でもコロナの影響を⾊濃く反映したものにしました。コロナ禍対策は緊急性
を要するものですが、⾸⻑の専決処分と随意契約がセットになったとき、巨額の不正取引が⾏
われる危険が極めて⾼くなります。このようなときこそ、オンブズマン的視点から情報の透明
性や⽀出の妥当性の検討が必要です。 
２ 「コロナで広報どうなった？」 
 「コロナで広報どうなった？」では、コロナ禍に関連する記者会⾒が連⽇報道で取り上げら
れたことに着⽬し、都道府県知事の記者会⾒について調査しました。本来パンデミック対策と
して⼈々の社会⽣活に重⼤な影響を与える⼀定の規制や⾃粛等の要請を⾏うにあたり、⾏政機
関としては丁寧な説明の周知徹底が不可⽋です。その⼿法として⾃治体のホームページで説明
が⾏われていますが、記者会⾒はそれがテレビで⽣放送されるなどすることから、記者会⾒に
よる周知効果は極めて⾼いものと思われます。知事の記者会⾒が頻繁に報道される⾃治体は⽬
⽴ちますが、報道されない知事はどう情報を発信しているのか。この点について実情調査を⾏
ったところ、記者会⾒に積極的な知事と消極的な知事の⼈数は拮抗していました。積極的な知
事はより積極的に、消極的な知事はより消極的になった印象を受けます。これは知事の住⺠に
対する平時からの姿勢の反映と⾔えるかもしれません。 

定例記者会⾒から質疑応答について発信しないという知事やコロナ関連での会⾒では質疑応
答は発信しないという知事も⾒受けられました。答えにくい質問もあるかもしれませんが、そ
うした質問への回答から、知事の姿勢を県⺠は判断するのではないでしょうか。 

いずれにしても、コロナ禍で⾸⻑の情報発信に注⽬が集まったことを契機として、市⺠、住
⺠の側からもその情報発信の透明性について引き続きチェックをしていかなければなりません。 
３ 「コロナで議会はどうなった？」 
 ⾸⻑の存在がクローズアップされたのとは対極的に、地⽅議会では⾃粛ムードが蔓延し存在
感は⼀層薄くなりました。 



 今回の調査では、議会の期間の短縮や質問時間の制限、なかには議員の出席⼈数の制限をし
ている⾃治体もあることがわかりました。地⽅議会の開催においてもクラスター発⽣を防⽌す
るためのコロナ禍対応に万全を期するのは当然のことですが、議会活動の質を落とす⽅向での
対応は議会⾃らの存在価値を⼤きく損なうものとなりかねず、執⾏機関のチェック役を果たせ
ているとはいえません。 
 本会議の傍聴についてもソーシャルディスタンスの確保を理由に傍聴者数を制限する議会が
多数あり、傍聴の⾃粛を求める議会も多数ありました。傍聴の⾃粛の呼びかけは市⺠を議会活
動への関⼼から遠ざけることになりかねず、上記のような議会の存在価値の減退と相まってよ
り⼀層存在価値を損なう状況が⽣まれつつあります。 
 ⼀⽅で、コロナ禍での私たちの経験は、ポスト・コロナの議会の可能性への気づきを与える
きっかけも⽣じさせました。それはインターネットを活⽤した議会参加です。これまで議場と
いう場に集まって議論をすることを当然の前提としてされてきましたが、オンラインでの議会
参加の検討が本格化すると思われます。 
 過疎⾃治体を中⼼に、議員のなり⼿が少なくなっていくなかで、オンラインによる議会参加
は、⽇常⽣活との両⽴や移動時間の問題を解消することで、より多様な⼈々に議員として活躍
する可能性を実感させるところですし、市⺠との関係でも傍聴の代替⼿段に⽌まらず議会活動
への市⺠参加をよりリアルにする、市⺠との双⽅向での対話を可能にする⽅向性を期待したい
ところです。 
４ 市⺠オンブズマンとコロナ禍 
 コロナ禍の影響は、私たちオンブズマンの活動にも⼤きな影響を与えました。 
 普段の活動でも集まっての議論をすることができない状況が続き活動が停滞した団体も多か
ったと思います。また、この全国⼤会開催のための準備や包括外部監査班の検討のための会議
なども開催できず、当初予定していた⿃取での全国⼤会についても中⽌を決断せざるを得なく
なるなど、全国市⺠オンブズマン連絡会議の活動についても危機的な状況に陥りました。 
 しかし、ポスト・コロナの議会と同様、Zoom 会議などインターネットを活⽤した新たなコ
ミュニケーションの⽅法を利⽤したことによって、これまで以上に頻繁に準備会議を開くこと
ができ、会議の回を追うごとに議論が深まり、初めてのオンライン⼤会の開催に漕ぎつけまし
た。 
 このような開催形態は、例年全国⼤会の会場にお出でいただいている皆さんの中から、実際
の集まったときの熱気に接することができない物⾜りなさやオンライン参加の技術的な困難さ
への不安などの声をいただきました。また、多数の⽅々の参加によって例年⾏っている⼤会宣
⾔や決議なども⾒送ることとなり、全国のオンブズマンの⼀体的な活動や⽅向性の確認なども



⼗分⾏うことができなかったことは、今後の反省点としなければならないと考えています。 
 他⽅で、オンライン開催であるからこそ初めて参加したという⽅々がいますし、遠⽅での参
加に⼆の⾜を踏んでいた市⺠オンブズマンの⽅々に参加の可能性を広げることもできます。こ
のような⾯からみると、オンライン開催は私たちの市⺠オンブズマン活動をさらに広げ活発に
するよい機会になったといえるのではないでしょうか。 
 来年の全国⼤会の時期にコロナ禍が収束しているかどうかはわかりませんが、全国⼤会は開
催します。状況に応じて現地開催かオンライン開催かを考えなければならないでしょう。いず
れにせよ、両⽅のメリットを⽣かした全国⼤会を模索していきたいと考えています。 
 今回のオンライン⼤会に参加いただいた皆様、参加していただき、ありがとうございました。
開催⽅法その他について意⾒・感想をお聞かせてください。 

以上 
 


